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大会研究発表要旨　2019 年 8 月 8 日� デザイン理論 75 / 2019

日本で「リメーク」されるアメリカのキルトについての考察
―「メイド・イン・ジャパン：アメリカン・キルトが日本に及ぼした影響展」を中心に―

片桐　真佐子 奈良女子大学大大学院人間文化研究科

1．はじめに
本発表の目的は，1990 年にアメリカで催された

「メイド・イン・ジャパン：アメリカン・キルトが

日本に及ぼした影響展」（以下，「メイド・イン・

ジャパン展」）の分析を通して，80 年代の日本に

おけるアメリカのキルトの受容を検証し，世界各

地で土着化するキルトの文化的意味を考察するこ

とである。

本展“Made in Japan: American Influence on 

Japanese Quilts”は日本人が制作したキルトを展

示するもので，1990 年にニューイングランド・キ

ルト美術館，1991 年にはニューヨークのジャパ

ン・ソサエティーとパリッシュ美術館を巡回した。

アメリカのキルトが日本で注目されるようになっ

たのは 70 年代半ばのことである 1。「メイド・イ

ン・ジャパン展」までの約 15 年間に，アメリカ

のキルトは日本でどう解釈され，どのように位置

づけられていったのであろうか。

2．�「メイド・イン・ジャパン展」に展示されたキルト
「メイド・イン・ジャパン展」で展示されキル

トのほとんどがパターンと呼ばれる幾何学的なデ

ザインであった 2。中でも「ログキャビン」とい

う西部開拓時代の丸太小屋から生まれたパターン

のアレンジが 6 枚あった。また，20 枚が日本の布

のみを，16 枚が日本とアメリカの布を併用してい

た。キュレーターの小林恵は，日本におけるアメ

リカのキルトについての解釈を選考基準としたと

述べているが 3，それはパターンを日本の布で表

現するという視点であったといえる。

3．考察
1）日本におけるキルトの受容

1970 年の日本万国博覧会アメリカ館にもキルト

が展示されていた。しかし，1975 年と 1976 年に

開催された二つのキルト展ほど強いインパクトを，

日本の女性たちに与えなかった 4。この二つのキ

ルト展はアメリカのキルト収集家，ジョナサン・

ホルスタインのコレクションで構成されたもので

あり，日本におけるキルトの受容に多大な影響を

与えている。彼は，50 年代後半から 60 年代初期

に起こった「クラフト・リバイバル」から，過去

の遺物となったキルトを現代アートの一つの形態

として注目した一人である。

2）アメリカにおけるキルトの位置づけ
ホルスタインの初めてのコレクション展は「ア

ブストラクト・デザイン・イン・アメリカ」（1971

年，ニューヨーク・ホイットニー美術館）である。

カウンターカルチャー運動の影響下，同展はアメ

リカ女性たちの創造性の表現としてキルトが再認

識される契機となり，キルト作りを復活させたと

されている 5。

アメリカに現存するキルトは，装飾的で美しい

デザインを持つ 18 世紀以降の上流階級の女性の

手によって作られたものである。そのようなキル

トは富の象徴であり，鑑賞用（ショー・キルト

show quilt）であった 6。

19 世紀，キルトは「絵文字の書籍」と呼ばれ，

文字以外による女性たちの意思表示の手段とな	

る 7。その流れは 1987 年の「エイズ・メモリア

ル・キルト」にもつながっている 8。
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このようにキルトは社会に対するアメリカ女性

たちの意志表示として，また，アメリカの伝統的

文化の一つに数えられていった。

20 世紀，キルトが創造性の表現として再認識さ

れて以来，ショー・キルトはアンティークキルト

と呼ばれ，現代キルトとは区別されるようになっ

ていく 9。

3）土着化するアメリカのキルト
「メイド・イン・ジャパン展」のキルト制作者

たちは 1930 年代から 50 年代生まれのごく普通の

主婦たちである。戦後の民主主義的な教育を受け，

家事や育児に専念することが女性の幸せであると

いう当時の一般的な規範に直面していた時，アメ

リカのキルトに出会った。ジェーン・ナイランダー

が，アメリカの女性たちはキルト作りの中に，家

族のために作るという満足感と自らの創造性の表

現を見いだしたと述べているように 10，日本の女

性たちもキルト完成時の達成感とともに，同じパ

ターンでも選択する布によってオリジナリティを

発揮できることに創造性を刺激されていった。さ

らに，日本のキルト関連出版物が技術的な専門用

語やパターン名に英訳を併記したことで，キルト

が新しい手芸としてだけでなく，英語という教養

を活かせる手芸としても，日本の女性たちを魅了

していったと思われる。

伝統的文化としてのアメリカのキルトは，アメ

リカ人のアイデンティティーのシンボルでもある。

よってキルトにはアメリカのナショナリティが内

包されているといえる。

アメリカのキルトを日本人が解釈した「メイド・

イン・ジャパン展」以降，語られることになった

のはキルトにおけるナショナリティであった。つ

まり，日本の布というアレンジによって，ナショ

ナリティがアメリカから日本へと移行したことが

差異として立ち現れたのである。

このようにアメリカのキルトは，伝播されたと

ころで解釈され，土着化が進んでいく。土着化と

は，日本のキルトのように，風土や文化に適合す

るよう「リメーク」されることであり，ナショナ

リティを移行しつつ，その土地で形成してゆくこ

とである。

日本のキルトはいつしか「和のキルト」と呼ば

れるようになった。そして，現在，日本のキルト

は，アメリカのアンティークキルトを正統とする

キルトと「和のキルト」との間で揺れ動いている

のである。
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